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（1959年千葉県柏市生まれ。歴史作家。仏教美術に魅せられて足繁く奈良に通い、日本古代史を研究している）
2.82年生まれ　キム・ジヨン　　訳　斉藤万里子　　筑摩書房
1.古代史　闇に消えた謎を解く

あらすじ：
神話の時代から国家の誕生まで、歴史に隠されたミステリーに迫る。
古代史の常識を疑う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騎馬民族日本征服の再検証：本当に騎馬民族が日本を征服したのか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本考古学の始まり：日本考古学の祖は、水戸黄門だった？ 　　　　　　　　　　　　　　　　　出雲地方の巨大遺跡群　：出雲神話は、本当にあった話なのか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謎の皇位継承：継体天皇は、王朝交替だったのか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマト政権の対外関係：朝鮮半島の国々はなぜ日本を頼ったのか　　　　　　　　　　　　　　大化の改新：大化の改新は、改革潰しだった　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勃発・壬申の乱：壬申の乱で裸一貫の天武が勝ったわけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「正史」のウソと真実：「正史」は、「正しい歴史ではない」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東大寺建立の真実：聖武天皇が凡庸だったというのは、間違い　　　　　　　　　　　　　　　　聖徳太子は、怨霊となった？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊勢神宮とは何か？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
騎馬民族日本征服の再検証：本当に騎馬民族が日本を征服したのか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戦後すぐ江上波夫が騎馬民族日本征服説を唱えて以来、日本列島は渡来人によって征服されたという考えが常識となった。北東アジアの半農半猟の騎馬民族が朝鮮半島を南下し弁韓（朝鮮の南部）をベースに北部九州・ヤマトに進出し日本を統一したとする説。本当だろうか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古代日本の流通は、海や川を利用した水上交通が主流であり、また、日本を支配するには、瀬戸内海の制海権を獲得する必要があった。そのようなことから騎馬民族が日本を征服したという説は、考え直す必要がある。―＞確かに日本民族は、大陸の民族とは大きく異なる点があると思う。著者の指摘は、一理あると思う。
日本考古学の始まり：日本考古学の祖は、水戸黄門だった？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本考古学発祥の地は、モースの発見した大森貝塚とされている。けれども、江戸時代にすでに考古学を始めた者がいる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元禄時代、水戸光圀が、下侍塚古墳（栃木県太田市）を発掘調査を行っていた。しかも、調査後には、松を植え、封土保存を試みている。ここには、明治政府が徳川の功績を快く思っていないのでは。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―＞さらに西洋を重視した当時（明治）の時代背景があるのでは？

出雲地方の巨大遺跡群　：出雲神話は、本当にあった話なのか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「出雲は神話」「出雲などどこにもなかった」とこれまで史学者たちに決めつけられていた。「出雲は天皇家の反対概念として創作されたに過ぎない」と誰もが疑わなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ところが、1984年７月、島根県松江市西方の簸川郡（ひかわぐん）斐川町（ひかわまち）の農道建設予定地から想像を絶する青銅器が出土した。青銅器だけでなく、弥生時代後期の墳丘墓（ふんきゅうぼ）もみつかっている。このようにヤマト建国の直前の出雲に侮れない勢力が実在していた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―＞出雲には，ヤマトに対抗する大きな勢力を持っていたことがわかる。
謎の皇位継承：継体天皇は、王朝交替だったのか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　継体天皇の出現は、古代史最大の謎といわれている。一般には、この天皇の出現は、王朝交替だったのではないかと考えられている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6世紀初頭,ヤマトは、大騒ぎになった。第25代武烈天皇の崩御（死去）で深刻な皇位継承問題が浮上した。武烈天皇に子はなく、めぼしい皇族もなかった。皇族としてあまりにも血の薄い人物をなぜ連れてこなければ、ならなかったのか。通説は、これを王朝交替だったと考えている。　　「日本書紀」では、武烈天皇が悪徳天皇だったと記録している。これは、中国の「易姓（えきせい）革命」にならったのでないかとされる。王朝交代を正当化するために、前政権の悪行を記録し，天命によって新たな王がたったことの根拠とする。ただし、継体天皇は、前王朝の娘をめとり、正妻にしているため、継体天皇は、前王朝に「嫁入り」したのではないかとも考えられている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―＞継体天皇は、越（北陸）から迎えられたとのことである。興味深い。
ヤマト政権の対外関係：朝鮮半島の国々はなぜ日本を頼ったのか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古代の東アジアで日本列島は、後進地帯だった。ところが、朝鮮半島の諸国は、倭国（日本）の軍事力を頼りにしていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5世紀になると活発に日本は、活発に朝鮮半島に出兵している。広開土王碑（こうかいおうひ）に記されている（高句麗）。古代の日本は、常に朝鮮半島や中国から先進の文物を輸入してきた。ただし、朝鮮半島は、文物を流す代わりに見返りを求めてきたはずであり、日本が朝鮮半島に提供した見返りの一つが「兵力」だったと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
勃発・壬申の乱：壬申の乱で裸一貫の天武が勝ったわけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古代の「天下分け目の一戦」の壬申の乱。なぜ裸一貫で東国に逃れた大海人皇子が近江朝を一気に潰せたのか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　身の回りの世話をする者だけを引き連れて吉野を脱出した大海皇子（後の天武天皇）は、一目散に東国を目指す。出迎えたのが尾張氏であり、ここで温かく迎えられこの加勢で勝敗を決した。改革派の「曽我氏」や「東」は、大海人皇子を擁立した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―＞壬申の乱は、古代史における一大事件であり、これを深く知ることは、当時の権力闘争がよくわかる。　　　　　　　　　　　
東大寺建立の真実：聖武天皇が凡庸だったというのは、間違い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聖武天皇は、凡庸なお殿様であり、東大寺建立は、「天皇権力による搾取」とのイメージがある。　聖武天皇が河内に行幸したときに在俗の仏教信者たちが資金を出し合って建てた寺（智識寺：ちしきじ）に感動し、「私もこういう寺を建ててみたい」と言い出し、皇后の光明子が賛成し、当時、民衆に人気のあった行基を大僧正に取り立て、資金集めの協力を請うた。聖武天皇の母は、藤原不比等の娘の宮子、皇后も不比等の娘の光明子であり、時の権力者の藤原氏の影響が強く、藤原氏は行基らの活動を弾圧していた。　しかし、聖武天皇も光明子も、行基たちに肩入れし「国や天皇や大豪族ではなく、庶民が作る寺を都の一等地に建てようと」と思い立った。巨大な東大寺は「権力者の傲慢」によって建てられたものでないことは、確かである。
聖徳太子は、怨霊となった？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「聖徳太子は、怨霊となった」と梅原　猛は述べているがあまり史学者には、相手にされなかった。　聖徳太子の等身像とされる法隆寺院東院伽藍（夢殿）の本尊・救世観音像は、長い間秘仏であった。明治17年（1884）フェノラサと岡倉天心らが、明治政府の許可を得て、法隆寺を訪れた。ほこりの中から現れたのは、500ヤードの布でぐるぐる巻きにされていた救世観音像であった。なぜ、聖徳太子等身像は、ミイラのような姿にされ、「誰も見てはいけない仏像」にされてしまったのだろう。梅原　猛は、救世観音像の後頭部に直接、光背（こうはい）が突き立てられているさまを見て「これは、呪い」と推理した。すなわち、聖徳太子の怨霊を夢殿に封印していた、というのである。梅原によると、聖徳太子の子の山背大兄王（やましろのおおえのみこと）とその一族を蘇我入鹿が滅亡に追い込んだがその黒幕が中臣鎌足であり、その末裔である藤原氏が、聖徳太子の怒りを鎮めるために法隆寺に丁寧に祀ったと推理している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―＞　聖徳太子は、現在は、いろいろと良い面だけが述べられているようであるが、全く不思議な人物である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
伊勢神宮とは何か　　祀られているのは、本当に天照大神か？　　　　　　　　　　　　　　伊勢神宮は。天皇家の祖先神をまつる神社であるが、明治時代に至るまで、参拝した天皇は、持統天皇、明治天皇の二人以外いない。これはなぜか？
天皇家の祖先神天照大神は、もともと宮中に祀られていたが、第10代崇神天皇が神威が強烈すぎて「同じ場所に居られない」として外に出し、その後祀る場所を転々として伊勢にたどりつた。しかし、天皇家の祖先の神様と「同じ場所いられない」とは、不思議なことである。伊勢神宮の本殿床には、「秘中の秘」の「心の御柱：しんのみはしら」が祀られている。この柱には、神官や斎王は、近づくことはできず、唯一、大物忌（おおものい）という童女だけが近づくことができたという。
―＞「童子、童女は、鬼であるという」考えが昔にはある。伊勢の神は、「祟る恐ろしい存在神」なので童女（鬼）をもって鬼を制するしかないという観念があったのではないか。　　　天照大神は、女性ではなく男性であるのではないかとの説もあるようである。
2.82年生まれ　キム・ジヨン　訳　斉藤万里子　　筑摩書房　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　韓国で100万部突破。映画化決定。韓国を揺るがし、絶大な共感から社会現象にまで、発展した一冊は、台湾でもベストセラーとなり、ベトナム、アメリカ、カナダ、イギリス、イタリア、フランス、スペインなど17か国・地域で翻訳決定。
韓国で話題の本の翻訳書ということで読んだが、男女における社会の悩みは万国共通ということがよく理解できた。小説の構成は、産後うつ、育児うつの患者「キム・ジヨン氏」とその夫チョン・デヒョン氏の話を元に医師としての「私」がキム・ジヨン氏の人生をざっと整理したという形をとっている。
最近の女性の悩みを理解するには非常に参考になる本である。（ちょっと悲しい気持ちになる面もあるが）。現在の韓国の文化的構造が分かり、興味深かった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キム・ジヨンという名前が1982年に生れた韓国人女性でもっとも多い名前だったということから、著者は意図的にジヨンの個性もあまり強くならないようきわめて慎重に「どこにでもいそうな」80年代生まれの女性を描いていることがうかがえる。
それは、「普通の幸せ」といわれているものののなかに織り込まれている不条理、暴力、抑圧、狂気を、主人公をとりまく人々が発するなにげない言葉として生々しく取り出しているようである。ジヨンの両親、祖母、姉、夫とその一家、先輩、面接官、同僚、主治医、そして町ですれ違う人々。彼らがほとんど無意識に発する言葉が、ジヨンを追い詰め、絶望させる。

主人公は、幼児期、小中学生、高校生、大学、就職活動、企業で理不尽な差別を受け、時折、人知れず、怒りを表現している）。この本における各時期の要約は、つぎのとおりである。
1. 幼児期
　何でも弟が優先されるが、自分たちは年上だから、末っ子には良いもの、美味しいものを譲らなければと思った。姉は「男の子だからでしょ」と言った。

2. 小学校
男女混合クラスで、隣の男の子の嫌がらせに悩まされた。先生に泣いて訴えると、「あなたのことが好きなんだよ」と言われて、混乱した。

3. 中学校
男女共学だが、男女は別棟、別クラスにわけられる。地元の露出狂を女子グループが捕まえて、交番に連れて行くが、逆に、1週間、トイレと廊下の掃除と反省文を書かされる。

4.高校
塾の帰り、知らない生徒がバス乗り場で「送ってほしそうだったから」とついてきた。
バスを降りたときも一緒で、暗いバス停で二人きりになる。この生徒は、同じ予備校の生徒。そして「後ろの席にいつもニコニコしてプリントを渡してくれるじゃん。愛想がいいくせにどうして痴漢扱いするんだ？」と言われる。バスや電車では胸や太ももを触られ、時にはそれ以上のことをされることがある。学校では、変態教師がいて、身体検査と称して触ったり、スカートをまくったりする。
アルバイトをしている生徒は、さらに悲惨さえある。雇い主も、客も、給料と代金でセクハラができると思っている。この頃になると、男性に対する幻滅と失望は、ピークになる。

6. 大学
サークルで初めて彼氏ができるが、軍隊に入隊してから、喧嘩別れとなる。就職は、超氷河期。セクハラの質問に自宅へ帰ってから激怒する。こんな時期に新しい彼氏ができて、姉から驚かれる。卒業直前に小さな広告会社に就職できたとき、電話を受けながら、泣き出す。二人目の彼氏とは、仕事が忙しくなり、大喧嘩して別れる。

7. 就職した企業
新入社員なのに、地上波のテレビに出る程度の資料を作成して、女性課長に褒められる。
けれども、社運を賭けた長期プロジェクトには同期の男性社員が選ばれ、女性は参加できなかった。女性は結婚して辞めるからという理由からである。主人公の退社後、盗撮事件が起こり、男性社員が盗撮を通報もせず、映像を男性社員間で共有するだけだったため、警察の捜査が入る。このとき、多くの女性社員が精神的異常を訴える。　　　　　　　　　　　　　　以上　　　　　　　　
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